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GILLETTEの君主たち

Gillette、1980年代–1990年代–2000年代

その名に値する会社には、どれにも魔法の時代がある。ほかのすべてとは違う時

代だ — 強度において、卓越において、成果において、野心において、市場におい

て — そこではすべてが行動の記憶になり、決して記憶の行動にはならない。

Gilletteの世界ではいつもそうだったように。

その男たち、女たちが成し遂げた並外れたことは、ひとつの特異な性質に結びつ

いたままだ。自分たちの成功を決して公表せず、市場に認められること — 是認

し、正当化し、断罪することのできる唯一の裁き手に。

Gilletteの人間は、あの30年を通じて自らの価値を証明した。しかも、ひとつひと

つの事実の内側で証明した — 闘うに値する唯一のものの内側で。

彼らに、より良い世へ旅立ったすべての同僚に、いまもここにいる者たちに、そ

していまブランドの責任を担っている者たちに — 心から、ありがとうと言う。

このすべてがなければ、私のペンからは何も生まれなかったし、何ひとつ再構築

できなかっただろう。

歴史とは行動の総和であり、著者、書き手とは、机に向かう書記にすぎない。あ

ったことの記憶を記録する — 全人類が決して忘れることのないように。
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